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概要 













平成 28 年 6 月に労働安全衛生法が改正された。
この改正により、労働安全衛生法施行令別表第 9 に


























                                                          

















































                                                          






















[2] を用いた。本法では、化学物質の SDS に記載さ
れている GHS（化学品の分類および表示に関する世
界調和システム, The Globally Harmonized System of 














































Windows、使用言語は  C#とし、開発には  Visual 
Studio 2015 を使用した。現在、Visual Studio ではス
トアアプリと呼ばれる Universal Windows Platform




Classic Windows Form アプリで開発することにした。
対応 OS は、2016 年 4 月現在でサポート期間中で
ある Windows Vista 以降とした。 
図 1. リスクアセスメントツールの画面 
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目標とした。近年の Windows PC の解像度を調べた
ところ、タブレット端末を除き WXGA6（1,280 × 
800 ドット）以上のものが多いことから、このサイ











3.3  化学物質データベースと選択方法 
前述の通り、コントロールバンディングでは SDS 
に記載されている情報をリスク評価に用いる。しか





GHS 分類のデータは平成 18 年より製品技術基
盤機構から政府による  GHS 分類結果として 
HTML および Excel の両形式で提供されている7。
そこで、Excel ファイルをダウンロードし、マクロ
を利用して GHS 分類データを抽出した。なお、開
発時点では 1 物質 1 シートで記載されており、全
てのデータをそろえるためには、平成 18 年度分よ
り各年度のデータをダウンロードおよびマージした
                                                          
6 Wide eXtended Graphics Array, 画面解像度の規格 
7 http://www.safe.nite.go.jp/ghs/ghs_download.html 
上で抽出を行う必要があった。しかし、平成 28 年 
















に GHS 分類等を手動入力できるようにした。 
3.4  GHS 分類項目の自動表示 
GHS 分類のうち、GHS 絵表示（9 種類）、注意
喚起語（危険または警告の 2 種類）、および危険有
害性情報（物理・化学的危険性、健康有害性および





3.5  リスクアセスメント結果の表示 
コントロールバンディングおよび数理モデルの両
評価方法の結果は、I～IV の 4 段階のリスクレベル
として示すようにした。リスクレベル I および II 




                                                          
8 http://anzeninfo.mhlw.go.jp/user/anzen/kag/ghs_class.html 













































リケーション公開日の  2016 年  7 月  19 日から 
2016 年 12 月 1 日とした。 












                                                          
9 http://www.daikankyo-eng.org/public/ 
 
表 1. アプリケーションのダウンロード数 









































[3] 産業衛生学会, 許容濃度等の勧告（2016 年度）, 産業
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A new Industrial Safety and Health Act have been enforced on June 1, 2016. This law make employers obligatory 
to evaluate the physicochemical and health risk ascribable to chemical agents. In a general way, aerial concentration of 
the chemical agent is compared with its exposure limit on the evaluation of the risk on the health problem. But there are 
many agents that have not been established the method of measuring or the exposure limit. In this case, it should be 
assessed by estimating hazard and toxicity. 
In this report, development of the chemical risk assessment application using control banding and mathematical 
model is described. 
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